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要旨 
北関東 3 県におけるベイ表現の動態を把握するため、若・中年層において、多人数のア
ンケート調査を行った。本稿では、その調査結果の一部を速報として報告する。ベイとは、
いわゆる「関東ベイ」と呼ばれ東日本方言の象徴ともいえる方言形式ベイ類（意志・勧誘・
推量など）である。ベイ表現とはベイを使用する一連の言語表現をさす。 
調査の概要として、調査目的、調査方法及び調査項目、調査対象及び時期を示した。次
に、調査項目（９項目）ごとに、若年層、中年層それぞれ、北関東 3 県の使用意識をパー
センテージの帯グラフで示した。最後に、現段階では調査結果の全容は把握していないた
め考察は加えず、調査結果の傾向として、次の４点を指摘した。①若年層において、3 県の
中では栃木県がベイ表現の使用意識が高いこと。②中年層において、3 県の使用意識に大き
な差異が認められないこと。③若年層と中年層では、若年層のほうがベイ表現の使用意識
が比較的高いこと。④推量、意志・勧誘では、意志・勧誘でのベイ表現のほうが推量のそ
れより使用意識が高いこと。 
 
 
１ はじめに 
本稿におけるベイとは、いわゆる「関東ベイ」と呼ばれ東日本方言、関東方言の象徴と
もいえる方言形式ベイ類（意志・勧誘・推量など）である。ベイ表現とはベイを使用する
一連の言語表現をさす。 
共通語化が進む現代の若年層及び中年層において、関東方言の代表的方言であるベイ類
を使用する表現は、どの程度使用されているのであろうか。また、広く東日本一帯で使用
されるベイ表現は、地理的に東北方言と関東方言の境界に位置する現代の北関東 3 県にお
いて、どのような表現が使用されているのであろうか。このようなベイ表現に関する課題
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のもとに、北関東 3 県におけるベイ表現の使用実態を把握することを目的としてアンケー
ト調査を行った。本稿では、アンケート調査の概要及び調査結果の一部を速報という形で
提示する。 
調査は、「北関東におけるベイ表現の動態に関する研究」（平成 23－25 年度科学研究費・
基盤研究(C)≪課題番号 23520564≫）の一部として行われ、調査及び調査結果の全体とそ
の詳細は、同研究成果報告書において後日報告する。また、同研究は、筆者が共同研究者
として参加している国立国語研究所共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明のための
全国方言調査」の研究成果を活用することにより、北関東のベイ表現の総合的な研究を目
指している。 
 
２ 調査の概要 
2.1 調査の目的 
本調査の目的は、北関東 3 県におけるベイ表現の動態を把握することである。特に、若・
中年層に視点を当てる。 
今後、本調査結果及び「方言の形成過程解明のための全国方言調査」の調査結果を総合
的に考察することにより、北関東３県のベイ表現の動態を把握することを目指す。これに
より、北関東のベイ表現の変容を言語内的要因、地理的要因、歴史的要因、社会的要因等
から考察し、北関東のベイ表現の変容のメカニズムを明らかにしたいと考えている。 
 
2.2 調査方法及び調査項目 
 調査方法は、多人数にアンケート用紙を配布し、回収するアンケート調査である。調査
項目は、次の（１）～（９）及びフェイスシートである。 
（１）「あの人はたぶん先生だろう」と言うとき、「先生だろう」のところについて、「先生
ダンべ(ー)」「先生ダッペ(ー)」のようにべ・ぺをつけて言いますか 
（２）友達から「あの人は今日学校に行くだろうか」と聞かれ、迷いながら「たぶん行く
だろう」と答えるとき、「行くだろう」のところについて、「行くダンべ(ー)」「行くダ
ッペ(ー)」のようにべ・ぺをつけて言いますか 
（３）学校への道を歩いている人を見て、友達から「あの人はどこへ行くのだろうか」と
聞かれ、「学校に行くのだろう」と答えるとき、「行くのだろう」のところについて、「行
くンダンべ(ー)」「行くンダッペ(ー)」のようにべ・ぺをつけて言いますか 
（４）友達から「あの人は昨日学校に行っただろうか」と聞かれ、「行っただろう」と答え
るとき、「行っただろう」のところについて、「行ったダンべ(ー)」「行ったダッペ(ー)」
のようにべ・ぺをつけて言いますか 
（５）学校の封筒を持って歩いている人を見て「あの人はどこへ行ったのだろうか」と聞
かれ、「学校に行ったのだろう」と答えるとき、「行ったのだろう」のところについて、 
「行ったンダンべ(ー)」「行ったンダッペ(ー)」のようにべ・ぺをつけて言いますか 
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（６）友達から「あの人は今日学校へ行くだろうか」と聞かれ、迷いながら「たぶん行か
ないだろう」と答えるとき、「行かないだろう」のところについて、「行かないダンべ(ー)」
「行かないダッペ(ー)」のようにべ・ぺをつけて言いますか 
（７）買い物に行かなければならないことを、思い出しました。時間的にも間に合いそう
です。そうしよう、という気持ちで、「さあ、買い物に行こう」とつぶやくとき、「行
こう」のところについて、「行くべ(ー)」「行くッペ(ー)」のようにべ・ぺをつけて言い
ますか 
（８）友達から旅行に行くように促されて、だんだん行く気になってきました。そこで話
し相手に対して「それじゃ、行こう」などのように、自分が行くつもりになっている
ことを伝えるとき、「行こう」のところについて、「行くべ(ー)」「行くッペ(ー)」のよう
にべ・ぺをつけて言いますか 
（９）友達を旅行に誘ったのですが友達は迷っています。「いっしょに行こうよ」と誘うと
き、「行こうよ」のところについて、「行くべ(ー)」「行くッペ(ー)」のようにべ・ぺをつ
べ・ぺをつけて言いますか 
 
2.3 調査対象及び調査時期 
(若年層) 
調査県 調査場所 調査対象 調査時期 調査人数 
群馬県 共愛学園前橋国
際大学 
大学生 2011年 7月 
2012年 6月 
271名（男性 102、女性 168、
未記入 1） 
栃木県 白鷗大学 大学生 2011年 7月 
2012年 6月 
2013年 5月 
170名(男性 58、女性 111、
未記入１) 
茨城県 茨城大学 大学生 2012年5～6月 247名（男性 84、女性 158、
未記入 5） 
（中年層） 
調査県 調査場所 調査対象 調査時期 調査人数 
群馬県 共愛学園前橋国
際大学・中学高校 
教職員 2013年 3月 82 名（男性 43、女性 39、
未記入 0） 
栃木県 白鷗大学 教職員 2013年 3月 48 名（男性 19、女性 28、
未記入 1） 
茨城県 茨城工業高等専
門学校 
教職員 2013年 3月 74名（男性 68、女性 4、未
記入 2） 
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３ 調査結果の概要 
3.1 あの人はたぶん先生だろう 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 21 19 11
2　ときどき言う 47 49 48
3　言わないが聞く 109 59 81
4　言わないし聞かない 94 38 101
5　無回答 0 5 6
計 271 170 247
＜若年層＞あの人はたぶん先生ダンベ・ダッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 6 4 4
2　ときどき言う 13 7 10
3　言わないが聞く 44 25 36
4　言わないし聞かない 16 11 20
5　無回答 3 1 4
計 82 48 74
＜中年層＞あの人はたぶん先生ダンベ・ダッペ
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栃木県
群馬県
若年層
あの人はたぶん先生ダンベ・ダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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あの人はたぶん先生ダンベ・ダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.2 「あの人は今日学校に行くだろうか」「たぶん行くだろう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 21 18 13
2　ときどき言う 49 50 35
3　言わないが聞く 100 41 63
4　言わないし聞かない 98 55 130
5　無回答 3 6 6
計 271 170 247
<若年層＞たぶん行くダンベ・ダッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 6 2 4
2　ときどき言う 12 8 10
3　言わないが聞く 41 17 30
4　言わないし聞かない 20 20 26
5　無回答 3 1 4
計 82 48 74
<中年層＞たぶん行くダンベ・ダッペ
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栃木県
群馬県
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たぶん行くダンベ・行くダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.3 「あの人はどこへ行くのだろうか」「学校に行くのだろう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 9 12 9
2　ときどき言う 37 34 32
3　言わないが聞く 100 57 67
4　言わないし聞かない 125 61 133
5　無回答 0 6 6
計 271 170 247
＜若年層＞学校に行くのダンベ・ダッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 6 0 3
2　ときどき言う 10 6 8
3　言わないが聞く 37 21 34
4　言わないし聞かない 26 19 24
5　無回答 3 2 5
計 82 48 74
＜中年層＞学校に行くのダンベ・ダッペ
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学校に行くのダンベ・ダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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学校に行くのダンベ・ダッペ
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3.4 「あの人は昨日学校に行っただろうか」「行っただろう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 11 8 11
2　ときどき言う 44 43 35
3　言わないが聞く 90 48 65
4　言わないし聞かない 126 65 128
5　無回答 0 6 8
計 271 170 247
＜若年層＞行ったダンベ・ダッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 5 1 4
2　ときどき言う 11 8 8
3　言わないが聞く 42 19 32
4　言わないし聞かない 21 18 26
5　無回答 3 2 4
計 82 48 74
＜中年層＞行ったダンベ・ダッペ
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行ったダンベ・ダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.5 「あの人はどこへ行ったのだろうか」「学校に行ったのだろう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 9 12 10
2　ときどき言う 36 33 31
3　言わないが聞く 95 50 76
4　言わないし聞かない 131 68 124
5　無回答 0 7 6
計 271 170 247
＜若年層＞学校に行ったのダンベ・ダッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 4 2 3
2　ときどき言う 9 7 9
3　言わないが聞く 40 20 33
4　言わないし聞かない 26 18 25
5　無回答 3 1 4
計 82 48 74
＜中年層＞学校に行ったのダンベ・ダッペ
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学校に行ったのダンベ・ダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.6 「あの人は今日学校へ行くだろうか」「たぶん行かないだろう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 13 13 14
2　ときどき言う 43 49 38
3　言わないが聞く 83 40 45
4　言わないし聞かない 132 62 142
5　無回答 0 6 8
計 271 170 247
＜若年層＞たぶん行かないダンベ・ダッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 3 2 2
2　ときどき言う 10 9 10
3　言わないが聞く 37 18 23
4　言わないし聞かない 29 18 33
5　無回答 3 1 6
計 82 48 74
＜中年層＞たぶん行かないダンベ・ダッペ
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たぶん行かないダンベ・ダッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.7 そうしよう，という気持ちで「さあ，買い物に行こう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 38 31 23
2　ときどき言う 73 56 58
3　言わないが聞く 82 45 81
4　言わないし聞かない 77 32 78
5　無回答 1 6 7
計 271 170 247
＜若年層＞さあ、買い物に行くベー・ッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 5 4 6
2　ときどき言う 21 9 14
3　言わないが聞く 38 21 33
4　言わないし聞かない 13 12 17
5　無回答 5 2 4
計 82 48 74
＜中年層＞さあ、買い物に行くベー・ッペ
 
 
9%
18%
14%
23%
33%
27%
33%
26%
30%
32%
19%
28%
3%
4%
0%
茨城県
栃木県
群馬県
若年層
さあ、買い物に行くベー・ッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.8 旅行に行くように促されて，「それじゃ，行こう」 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 28 30 22
2　ときどき言う 80 57 47
3　言わないが聞く 77 44 82
4　言わないし聞かない 84 33 89
5　無回答 2 6 7
計 271 170 247
＜若年層＞それじゃ、行くベー・ッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 3 4 4
2　ときどき言う 20 6 14
3　言わないが聞く 41 21 33
4　言わないし聞かない 14 15 19
5　無回答 4 2 4
計 82 48 74
＜中年層＞それじゃ、行くベー・ッペ
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それじゃ、行くベー・ッペ
1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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1 よく言う 2 ときどき言う 3 言わないが聞く 4 言わないし聞かない 5 無回答
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3.9 「いっしょに行こうよ」と誘う 
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 25 31 18
2　ときどき言う 64 50 52
3　言わないが聞く 87 47 65
4　言わないし聞かない 93 37 105
5　無回答 2 5 7
計 271 170 247
＜若年層＞いっしょに行くベー・ッペ
 
群馬県 栃木県 茨城県
1　よく言う 5 4 5
2　ときどき言う 24 5 13
3　言わないが聞く 32 21 31
4　言わないし聞かない 17 16 20
5　無回答 4 2 5
計 82 48 74
＜中年層＞いっしょに行くベー・ッペ
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４ 調査項目の意図と調査結果の傾向 
 ここでは、調査項目の意図と調査結果を表すグラフから見える傾向を記述するに留める
こととする。 
調査項目（１）は、名詞叙述文における推量表現でのベイ表現の実態を把握する。若年
層においては、「よく言う」と「ときどき言う」を合わせて 40％を示す栃木県の使用意識の
高さが際立つ。中年層では、3 県ともに「よく言う」と「ときどき言う」を合わせた値が
20％前後である。 
 調査項目（２）は、動詞に接続する最も基本的な推量表現でのベイ表現の実態を把握す
る。調査項目（１）ととてもよく似た結果である。 
 調査項目（３）は、調査項目（２）に対して、「のだ」文の推量表現でのベイ表現の実態
を把握する。若年層では、調査項目（１）（２）の使用意識をやや下回る値であるが、使用
の傾向はよく似ている。中年層では、栃木県が両隣接県の値を下回っている。 
 調査項目（４）は、調査項目（２）に対して、過去推量表現でのベイ表現の実態を把握
する。調査項目（１）（２）ととてもよく似た結果である。 
 調査項目（５）は、調査項目（４）に対して、「のだ」文の過去推量表現でのベイ表現の
実態を把握する。調査項目（３）と同様に「のだ」文の推量表現であるが、調査項目（３）
にみられるような、中年層において栃木県が両隣接県の値を下回る傾向はみられない。 
 調査項目（６）は、否定推量表現でのベイ表現の実態を把握する。調査項目（１）（２）
（４）ととてもよく似た結果である。 
 調査項目（７）は、独話としての意志の表現でのベイ表現の実態を把握する。3 県すべて
において、また若・中年層において、調査項目（１）～（６）の推量表現におけるベイ表
現の使用傾向よりも高い傾向にある。 
 調査項目（８）は、聞き手に対する伝達性を伴った意志表現でのベイ表現の実態を把握
する。調査項目（７）に似た傾向を示す。ただし、中年層の栃木県が他県に比べ低い傾向
を示している。 
 調査項目（９）は、勧誘表現でのベイ表現の実態を把握する。調査項目（８）に似た傾
向を示している。 
 全体的な傾向として、次の４点を指摘することができよう。 
○若年層において、3 県の中では栃木県がベイ表現の使用意識が高いこと 
  ○中年層において、3 県の使用意識に大きな差異が認められないこと 
  ○若年層と中年層では、若年層のほうがベイ表現の使用意識が比較的高いこと 
  ○推量、意志・勧誘では、意志・勧誘でのベイ表現のほうが推量のそれより使用意識
が高いこと 
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５ おわりに 
本稿は、「北関東におけるベイ表現の動態に関する研究」（平成 23－25 年度科学研究費・
基盤研究(C)≪課題番号 23520564≫）におけるアンケート調査の概要及び調査結果の一部
を、速報という形で提示した。調査結果の全容を把握していない段階での調査結果の一部
を報告するものであるため、安易に考察を加えるべきではなく、最終的な考察は調査結果
の全容を把握した段階を待つべきである。そのため、４では本来「考察」とすべきところ
をそれにかえて、調査項目の意図と調査結果の傾向をあげることとした。 
 最終の調査結果の報告では、地域差、性差、年代差をそれぞれクロス集計して精査する
ことを予定している。また、国立国語研究所共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明
のための全国方言調査」の研究成果のデータ開示を待って、北関東のベイ表現の総合的な
動態研究を深めていきたいと考えている。 
 
＊ 本稿は、「北関東におけるベイ表現の動態に関する研究」（平成 23－25 年度科学研究費・
基盤研究(C)≪課題番号 23520564≫）による研究成果の一部を報告するものである。
また、国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明のための全国方言
調査」による研究成果を参考としている。 
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